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論文の内容の要旨
（目的）
　LH－RH　agonist製剤を投与することにより造精機能を一時的に抑制し，癌化学療法後の造精機能障害を予防す
る試みはこれまでにも報告されているが，その効果に対する見解は定まっていない。
　本論文では，LH－RH　agonist徐放製剤である1euprorehnを投与し，造精機能を可逆的に抑制することにより，
doxorubic1廻による造精機能障害を予防することが可能であるかをラットを用いて検討した。
（対象と方法）
　ユO週令のSD系ラット（各10匹）を，C㎝tro1群，Leuprore1in単独投与群（1回3狐g／㎏，totai　dose9㎜g／㎏），
Doxorubicin単独投与群（1回O．5㎜g／kg，tota1dose7，5mg／㎏），Le叩rorehn，Doxombicin併用群（1euprore1in
1回3㎜g／㎏，tota1dose9服g／kg，Doxorubicin1回O．5㎜g／㎏，tota1dose7．5㎜g／㎏）の4群に分け，第25週目
にペントバルビタールナトリウム麻酔下に屠殺し，以下の評価を行なった。
　（1）体重の測定，（2）精巣重量の測定，（3）精巣の組織学的観察及び，Jo㎞sen’s　scoreによる精細管の成熟度
の評価，（4）I㎜age　cyto㎜etryによるDNA量の測定。
（結果と考察）
　（1）体重はContro1群と比べ他の群は有意に低値を示したが，Contro1群を除く各群間では有意差を認めなかっ
た。
　（2）精巣重量ではContro1群と比べ，他の群は有意に低値を示したが，Doxorubicin単独投与群と，Le叩一
rore1in，Doxorubicin併用群との問には有意差は認めなかった。
　（3）Johnsen’sscoreは，Leuprore1in，Doxorubicin併用群では，Contro1群より低値であったが，Doxombicia単
独投与群と比べ有意に高値であった。
　（4）I㎜age　cyto㎜etryによる評価でも，Leuprorelin，Doxorub1cin併用群は，Contro1群には及ばないものの，
Doxomb1cin単独投与群と比べ，造精機能が明らかに活発であることが示唆された。
一459一
（結論）
　LH－RH　agonist徐放製剤であるLe叩rore1inは，Johnsen’s　score，i㎜age　cyto㎜etryによる検討において，Dox－
orubicinによるラットの造精機能障害を予防する効果があると考えられた。
審査の結果の要旨
　充分な理論的根拠の基に実験計画をたてて研究を行ない，LH－RH　agonist徐放製剤であるLeuprore1inが，ラッ
トにおいてDoxorubicinによる造精機能障害を予防することを示唆する結論を得たことは評価できる。Leup－
rore1iRやDoxorubic1nによる造精機能の抑制に関し，ホルモンデータによる裏付けがあればさらに優れた論文に
なったと思われる。なお，本論文はすでに英文原著論文として発表されている。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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